
 

第 22 回支援連絡調整会議 議事録 

 

 

1. 事務局連絡（10：00～10：05） 

 H27 年度事務局体制について 

昨年度に引き続き、プラットフォーム事務局を陸前高田まちづくり協働センターが務める。

担当は酒井、佃、三浦の 3名。 

 

 H27 年度まちづくりプラットフォーム事業計画 

昨年度に引き続き、会議運営（運営委員会、支援連絡調整会議）、企画運営（まちある

き、地域との連携が図れる企画）、情報発信（ML、ポータルサイト、facebook）に取り組む。

このほか、ネットワークの強化にも取り組んでいく。 

 

 H27 年度団体紹介票の更新 

4/13（月）、個別に団体紹介票更新についてメールを送付した。年度で担当者の変更な

どもあると思うので、確認の上返信にご協力いただきたい。締め切りは 4/30（木）。不明

点があれば事務局までお知らせいただきたい。 

 

 H26 年度支援概況調査への協力依頼 

3 月の支援連絡調整会議で案内した通り、旧陸前高田市ネットワーク連絡会から継続し

て毎年支援の概況調査を行っている。既にメーリングリストでお送りしている 2014 年の

調査について、ご記入と返信にご協力をいただきたい。締め切りは 4/24（金）。 

 

 ビジョン検討のまとめについて 

陸前高田市まちづくりプラットフォームの考えるまちのビジョンについて、3 月の支援連絡

調整会議ではグループで議論をした。配布資料は3月の会議であげられた意見をそのま

ま反映したもので、赤字は 2 グループ、青字は 3 グループから出た意見。今後は事務局

で整理し運営委員会で再度検討する。ビジョン作成の目的は、それぞれのアクターが何

をしているのかを互いに知り、今後の活動に活かしていければと思っている。運営委員

会での検討の後、改めて支援連絡調整会議にもフィードバックする。 

日 時：2015 年 4月 14 日(火) 10：00～12：00 

場 所：小友地区コミュニティセンター 

出席者：14 団体 22名（内オブザーバー1団体 2名） 

進行：酒井（事務局） 

文責：三浦（事務局） 



 

2. 活動報告（全体）（10：05～10：20） 

※以下発表順、発表者敬称略に記載 

※発表の順番は第 21 回支援連絡調整会議参加者名簿に準ずる。番号は名簿の番号を記載 

◆活動報告 

1 陸前たがだ八起プロジェ

クト／蒲生 

現在のニーズは公営住宅や自力再建で移った方の「さみし

い」というコメント。そこに注目しつつ、引き続き活動していき

たい。 

2 高田大隅つどいの丘商

店街／山本 

この 6月で3周年。仮設店舗の使用期限が5年なのであと2

年。地元の事業者が事業を継続できるよう、支援、活性化を

していきたい。まずは 3 周年のイベントを企画しているので、

告知、参加に協力いただきたい。 

3 大船渡地区被災者相談

支援センター／平野 

センター内に被災者相談支援センターを設置、被災者からの

相談窓口として活動している。県配置の相談員による相談、

専門機関との連携による専門家相談などを実施。陸前高田

市役所には週1回相談員を派遣し、出張相談で対応。H26年

度の相談状況は、件数は横ばい、内容は公営住宅、防集の

敷地整備に関わる住宅再建の相談、土地の名義変更や登

記など相続の相談が多い。今年度も同様に相談対応を行う

ほか、復興の現場見学会も予定。センター便りを配布してい

るが、4/24・4/25/・4/26に住宅再建相談会を開催する。これ

も 2 か月に 1 回開催予定。被災者の皆様への周知にご協力

いただきたい。 

4～8 陸前高田市復興支援連

絡会／島倉 

昨年度3月末で事業終了した仮設住宅連絡会支援員有志で

立ち上げた団体。活動内容は仮設連絡会そのままに、住民

のニーズに合わせた活動を行っていく。活動、財源とも仮設

連絡会同様に、今年度も市の委託事業として行う。これまで

は仮設住宅の自治会長たちが会を立ち上げてやっていた

が、自治会長の変動もあり連絡会の運営できない状態にな

った。名前と組織の形は変わるが、内容は変わらない。活動

範囲は高田市内全域。 

9 NECネッツエスアイ（ひま

わりハウス）／村上 

店長を務めていた塩田さんが4月で本社移動。4月一杯は引

継ぎ関係で高田にいる。後任は NEC ネッツエスアイ東日本

の支社長が来る予定。5 月以後から土曜日は予約があると

・全参加団体より新年度体制、活動報告および告知など報告 

・質問あれば適宜。各団体 2～3分程度で報告 



 

きのみ開館。 

10 いわて連携復興センター

／葛尾 

4/28（火）助成金説明会を釜石で行う。詳細は決まり次第お

知らせする。 

11 陸前高田まちづくり協働

センター／黄川田 

昨年度同様、地域、団体の相談窓口を開設。講座も行う予

定で、参加・告知に協力いただきたい。地域の課題に合わせ

た話し合いの場、市民会議を設定している。他の地区での開

催も考えているので、地域の情報等あればいただきたい。 

12 岩手大学三陸復興推進

機構／佐々木 

相談ルームを開設して相談に対応している。最近利用者が

増えてきた。パンフレットは十分あるので、ぜひ持ち帰って必

要な方へ届けてほしい。ほか、研修活動（無料）を行ってい

る。前年度は、半分は傾聴、半分はリラクゼーション。職場単

位でも地域単位でも行える。 

13 いわて生活協同組合／

池田 

体制は変更なく、支援活動も継続。高田ではふれあいサロン

の定期開催、バスボラ、被災したグループへのグループ補助

金支給、移動販売「にこちゃん号」等。今年度はコープトラベ

ル（旅行部門）にて、被災地への日帰りバスツアーに取組

む。配布している冊子の 6～9P が復興支援の特集ページな

ので、見ていただきたい。 

14 もっちぃと森の仲間たち

／望月 

昨年度まで「いわて結っこ花巻＆もっちぃと森の仲間たち」で

活動していたが、結っこ花巻が内陸避難者支援に的を絞っ

たため、今年度から「もっちぃと森の仲間たち」で活動する。

得意分野は畑作り。先日は下和野災害公営住宅で岩大農学

部有志と地元の方と、約20名で行った。耕運機、堆肥あるの

で、他のところで畑作りやりたい声があれば、お手伝いでき

る。来年は国体、その後はオリンピックと人が沢山来るので、

この場でビジョンを話していけたらいいのではと思っている。 

15 パクト／萩原 引き続き、復興サポートステーション、子ども支援、二又復興

交流センターの三事業を運営する。パクトへのご相談もお気

軽によろしく。 

16 ～

18 

遠野山・里・ネットワーク

／林 

仮設、みなし仮設、高齢者の見守り等を行う。ほか、遠野で

ほっとひといきバスツアーを実施。資金の理由から 3 月で一

度終了したが、5 月からの再開を協議中。これまで物資中心

に在宅への支援等をしているが、見守りの他、イーストルー

プというニットブローチの制作と販売の支援、個別のニーズ

対応で引っ越し支援（軽自動車でできる範囲）、大学生や生

協のボランティアの現地調整もしている。引き続きよろしく。 



 

19 ～

20 

陸前高田市社会福祉協

議会／安田 

生活支援員相談員を配置し仮設見守り、お茶っこ会、ボラン

ティアセンターなど実施している。新規事業については、お知

らせできるタイミングで知らせたい。今後もよろしく。 

21 ～

22 

陸前高田市民生部被災

者支援室／岡山 

普段は被災者の住宅再建に関わる補助金の支給、相談対

応している。今年度も調整会議に参加するのでよろしく。 

 

3. 活動分野ごとの討議・意見交換（グループ議論） 

＜1G地域・コミュニティ＞ 

 意見交換 

・ 団体の追加、変更についてはマップを参照。 

・ 現在のこの分野での活動状況や、公営住宅、仮設、自力再建の住民の状況について共有。 

・ 下和野、水上、西下、柳沢前の 4 カ所がこれまでに入居開始している。次の大きな移動は 7

月の中田団地か。再建に伴う人の移動で、仮設住宅の入居者が激減している団地もある。 

・ 高気密な公営住宅の部屋は防音に優れ、プライバシーが守られるというメリットがある一方、

室内の異常に外側から気づきにくいというデメリットもある。定期的な見守り、特に高齢者や

高階層の人の見守りが大切。 

・ 移転先の公営住宅では、冬の入居で顔見知りになる機会が少なかった可能性あり。さみしい

と感じて元に住んでいた仮設に遊びに来る方もいる。（モビリアでは、足のない方を迎えに行

っている） 

→町内から町内に転居した場合には遊びに来やすいが、町外へ転居した人は来づらさを感

じている。 

 

＜2G子ども・教育／子育て・女性＞ 

 意見交換 

・ 1 月の調整会議の後に「あゆっこ」・「にこにこ」を訪問し行ったヒヤリングから、現状やニーズ

を共有。その中で行事のサポートは参加団体が協力できそうとの話になった。具体的には、

草刈り、節分の鬼役、クリスマスのサンタ役など。 

・ 遊び場のニーズについても、どこかにマッチングができるかもしれない。 

・ 自分たちの活動が地域の皆さんのためにあり、それを毎年継続していくことが大切。そのた

めに、団体の足元を固めていく事も重要。 

 

＜3G商工・観光・産業・その他＞ 

 意見交換 

・ 商店街の期限が迫ってきている。→これからどう展開していくのか。 

・ かさ上げ完了前に期限が来ることが大きな課題。 

・ 商店街がなくなるとどう変化するのか？ 



 

→あってもなくてもそう変化はない？市民の意見を聞きたい 

→お土産品も復興のにおいのするもののニーズは収束傾向、新しいものを考えないと。 

→よそから支援に来ている人がまだいるので、客観的な視点を持っている人が沢山いること

は強み。一方、その視点に壁を作る弱みもあるので、どう折り合いをつけるか。 

・ 福祉・医療の活動も雇用が発生しているので、産業の分野に入ってくる。 

 

【次回の開催日程】 

 第 23 回支援連絡調整会議 

  5 月 12 日（火）10：00～12：00 ※会場及び詳細は別途連絡 


